
 

 

令和５年度 大月市学校教育指導重点 

 

大月市の掲げる教育理念 

夢にむかい 共に学び 共に生きる 

 

大月市の学校教育の基幹 

Ⅰ 「ふるさと教育」を推進する 

    ～人とのふれあいを通して学ぶ～ 

豊かな人間性を育み ふるさとに誇りと愛着をもち 

         夢と希望をもって世界に羽ばたく人材を育成する 

Ⅱ 「まごころ」「ひたむき」「感謝」の人づくりを学校教育全体で推進する 

     （※人としての望ましい在り方を教えることは、教育の不易であることを確認するために） 

Ⅲ  相互信頼に基づく学校・学年・学級集団づくりを推進する 

     （※望ましい集団づくりや人間関係づくりが、学力向上と生活及び心の安定に寄与しているために）  

Ⅳ 「人権」が学校教育全体の底流にある学校づくりを推進する 

     （※新しい教育課題が次々と出てくる中で、豊かな人間性の形成を忘れないために） 

 

大月市学校教育の基幹Ⅱについて 

① まごころ…人からの信頼を得る。 

② ひたむき…人の心に響き、人の心を動かす。 

③ 感  謝…人の心を温かくする。 

 

 <学校教育の基幹Ⅱに込めた思い> 

 大月市教育指針は、本市の児童生徒にこうあってほしいという姿を端的に表したものであり、教育に携わり関わ

る人が、人として児童生徒の指導に当たるときのベースとなるものである。 

 「まごころ」とは誠実なことである。周囲の人に誠意をもって温かく接することができ、目の前の物事に誠実に

対処できる児童生徒を育てたいという願いと、関わる者が、児童生徒の健全育成に日々誠実に臨む姿を表している。 

 「ひたむき」とは一生懸命のことである。学習や行事活動や友達づくりなど、目の前の物事に日々一生懸命にな

れる児童生徒を育てたいという願いと、関わる人がより良い方向に懸命に導く人でありたいということを表してい

る。 

 「感謝」はその字の通り感謝の気持ちをもつことである。日々の家庭生活や学校生活で学習ができたり、給食を

食べることができたり、学校に来ることができたりするのは、そうなるよう努力し支えてくれる人たちがいるとい

うことを知り、感謝の気持ちをもてる児童生徒を育てたいという願いを込めている。 

 また、関わる人も、心を動かされ、学ばせてくれている児童生徒に感謝し、謙虚な姿勢をもち、また献身的に教

育に向かおうとする姿を表している。 

 

大月市が目指す子ども像  

① まごころと感謝の気持ちをもってひたむきに目の前のことを成し遂げる子ども 

② 自ら進んで学んで、知識や技能や学び方を手に入れる子ども 

③ 心身ともにたくましく健やかな子ども 

④ あいさつができ、自分も周りの人たちも大切にする子ども 

⑤ ふるさとに誇りと愛着をもち、世界の中で多様な人々と協働できる子ども 

 

大月市教育委員会が掲げる、学校教育の基幹Ⅱにおける具体的指針 

「ありがとうの一言で輝く大月市」 

 学校教育の基幹Ⅱのうち、「感謝」は具体的に形としてあらわすことができるものとして、子供たちに「ありがと

う」の言葉かけを意識的に積極的に勧めていきたい。今の時代に必要な自己肯定感や自己有用感、和やかで望まし



 

 

い人間関係などを築く言葉である。これは子供たちだけでなく、教員や、子供たちに関わる大人たちが手本となる

ように取り組んでいきたい。社会教育や教育委員会内でも大切にして奨励していきたい。 

 

重点方針 

１ ふるさと教育の推進 

 ① 教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間、その他学校における全教育活動の中で各学校において可

能なそれぞれの学校の地域に根付いた「ふるさと学習」を意識して位置付ける。また、小中学校９年間

の学習の中で「名勝猿橋」「岩殿山」「甲州街道」「大月空襲」「駒橋発電所等発電施設」「桃太郎伝説」の

６つの地域素材について各校の「ふるさと教育年間指導計画」の中に適宜位置付けて学習する。 

 ② 地域の歴史・伝統・文化等、地域の方々とのふれあいを通して体験的に学び、郷土を今も、そして未来

も大切にする心の育成に努める。 

 

２ 確かな学力の育成 

① 新学習指導要領完全実施及びGIGAスクール構想等の諸課題に向けての対応 

 ・ICT機器を活用して「主体的・対話的で深い学び」に実践的に取り組む。 

 ・言語能力、情報活用能力、問題解決能力の育成に実践的に取り組む。 

② 幼保小中高が情報や活動の場を共有することを仕組み、子どもの生活力・学力の育成に取り組む。 

③ 学校・家庭・地域が連携・協働して家庭学習・基本的生活習慣の定着に取り組む。 

 

３ 豊かな心の育成 

① 学校・家庭・地域などあらゆる教育の場において自己肯定感や自己有用感を持つことができるようなき

め細かな支援に努める。 

② 学校・家庭・地域などあらゆる教育の場において他者や社会的弱者に対して思いやりや配慮ができる人

間性豊かな子供を育成する。 

③ 学校・家庭・地域が連携し、いじめ・不登校や虐待の未然防止に努めるとともに、情報モラル教育を推

進する。 

④ ヤングケアラーや児童虐待等の早期発見、状況把握に努め、関係諸機関との連携を図り、児童生徒を支

援する 

⑤ 子どもが安心できる居場所づくりや、望ましい集団づくりを進め、いじめ・不登校や暴力行為等のない

楽しい学校生活の実現に努める。 

 

４ 健康・安全に関する資質や能力の育成 

① 学校教育活動を通して、運動の日常化と体力の向上、そして健康教育の着実な推進を図るとともに、

健康・安全(生活・交通・災害等)及び食に関する教育の充実に努める。 

② 情報化社会の急速な進展の中で、いじめやネット犯罪の危険やネット依存による生活崩壊も危惧され

る中で、学校・家庭・地域が連携して情報教育の推進に努める。 

③ 各種感染症の正しい理解に基づき、自ら適切な行動がとれるような能力の育成に努める。 

 

５ 特別支援教育の推進・家庭や地域に開かれた学校づくりの推進等 

 ① 特別支援教育に関する理解と専門性を高め、個性を尊重した支援に努め、交流学習等を通して、共

生・共育の意識の涵養に努める。 

 ② 学校の日ごろの教育活動を各種通信や学校ブログ等で積極的に発信し、理解を得たり意見等をいただ

いたりする中で学校改善に努める。 

 ③ 初狩小学校の学校運営協議会の成果に学び、令和６年度に他の小学校においても学校運営協議会が発

足できるよう準備を促進する。 

 ④ 地域や保護者の理解と協力を求める中で、教員の働き方改革に取り組み、子供と向き合う時間の創出

に努める。 

 ⑤ 中学校における運動及び文化部活動の地域連携を進める。 

 ⑥ ICT機器を活用した保護者及び教職員に向けてのDX及びSDGsを進める。 


